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検
定
準
備
講
座
始
ま
る

安
曇
野
市
に
つ
い
て
幅
広
く
学
ぶ
た

め
平
成
23
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
安
曇

野
検
定
」
は
、
今
年
3
年
目
を
迎
え
、

検
定
準
備
講
座
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。第

１
回
準
備
講
座
は
、
7
月
10
日
、

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」

で
開
催
し
、
講
師
に
（
株
）
燕え

ん

ざ

ん

そ

う

山
荘
代

表
取
締
役
の
赤
沼
健
至
さ
ん
を
お
迎
え

し
て
、「
北
ア
ル
プ
ス
の
魅
力
」
と
題

し
た
講
義
を
お
聴
き
し
ま
し
た
。
　

日
本
高
山
植
物
保
護
協
会
理
事
、
日

本
山
岳
会
員
で
も
あ
る
赤
沼
さ
ん
の
豊

富
な
経
験
か
ら
、
山
岳
の
気
象
条
件
や

そ
れ
ぞ
れ
の
山
の
特
徴
、
山
小
屋
生
活

を
通
し
て
自
然
か
ら
学
ん
だ
こ
と
な

ど
、
普
段
聴
く
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重

な
お
話
を
お
聴
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
北
ア
ル
プ
ス
の
厳
し
い

自
然
環
境
に
生
き
る
動
植
物
や
四
季

折
々
の
美
し
い
山
々
の
映
像
を
み
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

講
義
の
中
で
は
、「
自
然
を
大
切
に

し
、
ど
ん
な
ゴ
ミ
も
持
ち
帰
る
こ
と
が

生
態
系
を
崩
さ
ず
、
北
ア
ル
プ
ス
の
動

世
界
を
巡
り
環
境
保
護
活
動
に
活
躍
さ

れ
て
い
る
赤
沼
さ
ん
の
自
然
観
や
深
い

人
間
性
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

安
曇
野
検
定

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
で
は
、
7

月
か
ら
10
月
ま
で
10
回
の
魅
力
あ
ふ
れ

る
検
定
準
備
講
座
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
の
検
定
は
、
こ
の
講
座
の

内
容
に
加
え
て
、
5
地
域
発
刊
の
町
村

誌
か
ら
の
抜
粋
内
容
を
併
せ
た
学
習
テ

キ
ス
ト
を
作
成
し
、
こ
こ
か
ら
検
定
問

題
を
出
題
し
ま
す
。
安
曇
野
の
芸
術
文

化
、
伝
統
や
産
業
な
ど
魅
力
い
っ
ぱ
い

の
テ
キ
ス
ト
を
読
ん
で
、
来
年
１
月
26

日
開
催
予
定
の
「
安
曇
野
検
定
」
に
あ

な
た
も
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

植
物
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
」。
ま

た
「
木
の
枝
、
葉
っ
ぱ
一
枚
で
も
自
然

界
に
同
じ
も
の
は
な
い
。
自
然
界
に
平

等
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
た
と
え
栄
養

素
の
な
い
岩
の
上
に
生
ま
れ
た
と
し
て

も
、
そ
の
木
は
生
ま
れ
た
所
で
精
一
杯

生
き
て
い
る
」
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。

最
後
に
「
自
然
の
中
に
い
る
と
い
ろ

い
ろ
な
気
づ
き
や
感
じ
る
こ
と
が
あ

り
、
感
性
を
良
く
す
る
た
め
に
自
然

が
あ
る
」
と
い
う
お
話
を
お
聴
き
し
、

※
テ
キ
ス
ト
は
11
月
発
行
予
定（
有
料
）

で
す
。

豊
科
公
民
館
長
に

内
川
さ
ん
就
任

8
月
1
日
付
で
豊
科
公
民
館
長
に
内

川
丈
夫
男
（
う
ち
か
わ
　
ま
す
ら
お
）

さ
ん
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。（
任
期
2

年
）

未
来
に
つ
な
ぐ
ふ
る
さ
と
安
曇
野
講
座北アルプスの魅力について語る赤沼講師

萬　人　壱　首
　
　

～
短
歌
～

指
先
が
溶
け
込
む
よ
う
に
す
べ
る
時

　　

レ
ー
ス
の
糸
は
作
品
と
な
る	

柏
　
原
　
竹
内
　
香
代
子

	

今
年
ま
た
甘か
ん
ぞ
う草
の
花
咲
き
初
め
て

　　

娘こ

の
好
き
な
花
偲し
の

ん
で
ゐい

た
り	

住
　
吉
　
児
嶋
　
た
か
の

	

愛
告
ぐ
る
演
歌
の
歌
詞
に
戸
惑
い
つ
つ

　　

い
つ
し
か
慣
れ
て
高
ら
か
に
唄
う　　　

一
日
市
場
　
青
山
　
洋
子

	

生
き
る
と
は
意
志
通
ひ
て
こ
そ
叶
ふ
も
の

　　

看
る
人
病
む
人
悲
し
き
世
な
り	

中
　
萱
　
野
本
　
や
す
子

	

物
咥く
わ

え
遊
ぼ
う
よ
の
合
図
か
吾わ
れ

を
見
つ
む
る

　　

愛
犬
の
チ
ビ
の
瞳
い
と
し
き	

及
　
木
　
高
山
　
き
し
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地域文化祭の開催・作品募集
日ごろの活動の成果であるご自慢の作品・一芸を文化祭で発表しませんか。

出展点数は、作品内容によって異なります。穂高地域は原則１人１点です。

詳しくは、各地域公民館へお問い合わせください。

なお、都合により時間などが変更になる場合があります。

豊科　　　　問い合わせ先：豊科公民館（472-2158 673-6401）

穂高　　　　問い合わせ先：穂高会館（482-5970 682-3990）

三郷　　　　問い合わせ先：三郷公民館（477-2109 676-3077）

展示日程
（展示場所）

文化産業展（三郷文化公園体育館）
展　示：10 月 19 日（土）午後 1 時～ 8 時

　　　　20 日（日）午前 9 時～午後 4 時

搬　入：10 月 19 日（土）午前 9 時～ 10 時

片付け：10 月 20 日（日）午後 4 時～ 5 時

菊花展（三郷公民館ロビー）
展　示：10月29日（火）～ 11月2日（土）

　　　　午前 9 時～午後 9 時

搬　入：10 月 28 日（月）午後 1 時～ 3 時

片付け：11月 2日（土）午後3時30分～ 5 時

ステージ発表

ふれあいコンサート（三郷中学校講堂）
開催日時：10 月 26 日（土）

　　　　　午前 9 時～正午

芸能発表会（三郷公民館講堂）
開催日時：11 月 2 日（土）

　　　　　午前 9 時～午後 2 時 30 分

申込期限：9 月 19 日（木）

申込期限 9 月 12 日（木）

申し込み方法 三郷公民館窓口で所定の用紙に記入

募集内容 盆栽･山野草･木彫石彫･生花･絵画･手工芸･短歌俳句･和洋裁･写真･絵画･書道･菊花など

堀金　　　　問い合わせ先：堀金公民館（472-5796 672-5801）

展示日程
（展示場所）

作品展示（堀金総合体育館）
展　示：11 月 1 日（金）～ 3 日（日・祝）

　　　　午前 9 時～午後 8 時

　　　　※ 3 日（日・祝）は午後 4 時まで

搬　入：10 月 30 日（水）午後 1 時～ 8 時

　　　　10 月 31 日（木）午前 9 時～午後 7 時

片付け：11 月 3 日（日・祝）午後 4 時～ 8 時

ステージ発表

開催日：11 月 2 日（土）

場　所：堀金総合体育館サブアリーナ

まどいの広場
午前 10 時～ 11 時 30 分

芸能祭
午後０時 15 分～ 5 時

申込期限 搬入日に堀金総合体育館へ持参 堀金一周駅伝大会

申し込み方法 搬入日に会場で所定の用紙に記入 開 催 日：11 月 4 日（月・振休）

発走場所：堀金総合支所正面駐車場

発走時間：午前 9 時 45 分～

（オープン参加：午前 9 時 15 分～）
募集内容

菊花・盆栽・書道・写真・絵画・彫刻・陶芸・

水墨画・手芸・生花・フラワーアレンジメント・

レザークラフトなど

明科　　　　問い合わせ先：明科公民館（462-4605 662-5894）

展示日程
（展示場所）

作品展示（明科公民館）
展　示：11月2日（土）午前 9 時～午後 5 時

　　　　 3日（日・祝）午前 9 時～午後 4 時

搬　入：11月1日（金）午前 9 時～

片付け：11月3日（日・祝）午後 4 時～

ステージ発表

芸能発表会（明科公民館新講堂）
開催日：11 月 3 日（日・祝）

　　　　午前 10 時～午後 3 時

〈出演者募集〉

申込期限 9 月 13 日（金）

申し込み方法 明科公民館窓口で所定の用紙に記入

募集内容
書道・水墨画・絵画・写真・彫刻・陶芸・手芸・和洋裁・織物・

押花・押絵・生花・菊花・盆栽・俳句短歌・学習発表など

展示日程

（展示場所）

美術・書道・一般作品（豊科交流学習センター「きぼう」）
展　示：10月28日（月）～11月4日

　　　　（月・振休）

　　　　午前 9 時～午後 5 時

　　　　※ 4 日（月・振休）は午後 3 時

　　　　　まで

搬　入：10月27日（日）　午前9時～

片付け：11月 4日（月・振休）

　　　　午後3時～

菊花展（豊科公民館）
展示：11 月 1 日（金）～ 4 日（月・振休）

　　　午前 9 時～午後 7 時

　　　　※ 4 日（月・振休）は午後 5 時まで

搬入：11 月１日（金）

盆栽展（豊科公民館）
展示：11 月 1 日（金）～ 3 日（日・祝）

　　　午前 9 時～午後 7 時

　　　　※ 3 日（日・祝）は午後 5 時まで

華道展（豊科公民館）
展示：11 月 2 日（土）～ 3 日（日・祝）

　　　午前 9 時～午後 7 時

　　　　※ 3 日（日・祝）は午後 5 時まで

短歌大会（豊科公民館）開催日：11 月 9 日（土）

俳句大会（豊科公民館）開催日：11 月 10 日（日）

ステージ発表

（開催場所）

芸能発表会（豊科公民館ホール）
開催日時：11 月 3 日（日・祝）

午前 8 時 30 分～午後 5 時

（各種出演者募集）

申込期限 9 月 30 日（月）

申し込み方法 豊科公民館窓口で所定の用紙に記入

募集内容 木彫石彫・工芸品・写真・絵画・書道・盆栽・菊花など

展示日程

（展示場所）

総合美術展（穂高総合体育館）
展　示：11 月 1 日（金）～ 3 日（日・祝）

　　　　午前 9 時～午後 5 時

　　　　※ 3 日（日・祝）は午後 3 時まで

搬　入：10 月 31 日（木）午後 1 時

片付け：11 月 3 日（日・祝）午後 3 時

あづみ野菊花展（穂高神社）
展　示：10 月 30 日（水）

　　　　～ 11 月 10 日（日）

　　　　午前 9 時～午後 8 時

搬　入：10 月 28 日（月）

片付け：11 月 11 日（月）

盆栽・山野草展（穂高神社）
展　示：11 月 1 日（金）～ 3 日（日・祝）

　　　　午前 9 時～午後 5 時

　　　　※ 3 日（日・祝）は午後 3 時まで

ステージ発表

（開催場所）

芸能まつり（穂高交流学習センター「みらい」）
１部：10 月 26 日（土）

　　　午前 9 時 30 分～午後 3 時

２部：10 月 27 日（日）午前 9 時～正午

申込期限 9 月 13 日（金）

申し込み方法 穂高会館窓口で所定の用紙に記入

募集内容 書道・絵画・写真・短歌俳句・陶芸・手工芸・木彫・菊花・踊り・合唱・カラオケなど
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第 34回あづみ野祭り軽快な調べに乗せて
　フォークダンス講習会

公民館対抗球技大会

８
／
３   

わ
さ
び
祭
り

届
け
！
命
の
叫
び

い
じ
め
を
見
逃
す
な

豊
科
地
域
の
夏
祭
り

“
第
34
回

あ
づ
み
野
祭
り
”
が
7
月
27
日
に

開
催
さ
れ
た
。
国
道
１
４
７
号
線
と

豊
科
駅
前
通
り
を
歩
行
者
天
国
に

し
て
、
約
3
千
人
の
踊
り
連
が
「
そ

～
れ
！
そ

～

れ
！
」

と
い
う
掛

け
声
も
勇

ま
し
く
、

パ
ワ
フ
ル

に
練
り
歩

く
こ
と
２

時
間
。

今
年
は
仮
装
に
目
を
引
か
れ
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
が
ス
テ
ー
ジ
に

並
ぶ
と
壮
観
！
子
ど
も
た
ち
の
か
わ

い
い
プ
チ
仮
装
も
見
ら
れ
、
ジ
ブ
リ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
麗
し
い
女
装
姿
の

た
く
ま
し
い
男
性
、
戦
隊
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
な
ど
、
個
性
豊
か
な
面
々
が
登

場
し
た
。

「
暑
い
！
」と
言
っ
た
り
、「
涼
し

い
を
通
り
越
し
て
寒
い
ね
」
と
言
っ

て
み
た
り
。
日
照
り
が
続
い
た
か
と

思
う
と
、
突
然
の
豪
雨
。
異
常
気
象
の
“
異

常
”
っ
て
何
？
ど
れ
が
異
常
で
、ど
れ
が
普

通
な
の
か
、
ま
っ
た
く
分
か
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
地
球
温
暖
化
の
仕
業
な
の

か
、
神
様
の
イ
タ
ズ
ラ
な
の
か
、
地
球
も

揺
れ
て
い
る
。

気
象
の
多
様
性
に
も
適
応
で
き
る
よ

う
、
身
体
の
柔
軟
性
が
求
め
ら
れ
る
。
暴

飲
暴
食
を
控
え
、
適
度
な
運
動
と
休
息
…

出
来
る
事
か
ら
ひ
と
つ
ず
つ
、
毎
日
の
暮

ら
し
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。
長
寿
県

長
野
、
野
菜
を
た
く
さ
ん
食
べ
、
よ
く
働

く
の
が
秘
訣
と
か
…
先
人
の
知
恵
を
学
び

た
い
と
思
っ
た
夏
だ
っ
た
。（
Ｋ
・
Ｔ
）

午
後
6
時
半
、
東
京
高
円
寺

か
ら
招
待
し
た
菊
水
会
菊
水
連

35
人
に
よ
る
阿
波
踊
り
が
披
露
さ
れ
口
火

が
切
ら
れ
た
。
28
公
民
館
に
市
役
所
チ
ー

ム
を
加
え
た
約

２
５
０
０
人
が

参
加
し
、
駅
前

通
り
を
穂
高
音

頭
と
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ａ

Ｋ
Ａ
サ
ン
バ
の

曲
に
合
わ
せ
て

練
り
歩
い
た
。

三
郷
公
民
館
は
7
月
29
日

【「
い
じ
め
」
に
つ
い
て
、
今
、
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
】
と
題
し
て
三
郷
地
域

学
社
連
携
人
権
教
育
講
演
会
を
同
館
講

堂
で
開
催
し
た
。
１
０
０
人
を
超
え
る

参
加
者
は
講
師

の
秦
健
二
さ
ん

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
遊
び
塾
」
代

表
）
の
、
実
体

験
に
基
づ
く
講

演
に
聞
き
入
っ

て
い
た
。

堀
金
公
民
館
は
5
月
～
8

月
に
か
け
て
の
木
曜
日
の
午

後
１
時
か
ら
、
同
館
で
「
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
講
習
会
」
を

開
い
た
。
22
人
の
参
加
者
は

「
初
め
て
本
格
的
に
教
わ
っ

た
」
と
言
う
人
が
ほ
と
ん
ど
で
、

軽
快
な
音
楽
に
乗
せ
て
楽
し

く
練
習
を
重
ね
て
い
た
。

地
区
公
民
館
対
抗
球
技
大

会
が
、
7
月
14
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。激
闘
の
結
果
、男
子
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
は
上
押
野
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
は
小
泉
分
館
、竜
門
渕
運
動

場
は
潮
北
分
館
が
優
勝
。女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
は
明
科
体
育
館
で

宮
本
・
中
耕
地

合
同
分
館
が
熱

戦
を
制
し
て
優

勝
し
ま
し
た
。

午
後
の
慰
労

会
は
戦
績
を
振

り
返
り
な
が

ら
、
盛
り
上

が
っ
て
い
ま

し
た
。

絵：加々美　豊

花：ハッカ

「そ～れ！そ～れ！」

欅

個性豊かな面々登場！

アーラ偉い奴ちゃ偉い奴ちゃ

真剣に聞き入る参加者

身体も心も弾む

あれ、捕られた？


